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令和 6 年春から半年間放送された連続テレビ小説「虎に翼」や、令和 6 年末の紅白歌合戦でロケ地とな

った当館には令和 6 年度、過去最高 196,554 人のお客様にご来館いただきました。ロケ地として注目を

浴びた効果は令和 7 年度も続いており、依然多くの方にご来館いただいています。 

中央階段室では今も、当館が用意した法服の顔ハメパネルや、ドラマの主人公の口癖が書かれたパネルを

手に、記念撮影を楽しまれる方の姿もたびたびお見受けします。 

来館者の皆様にさらに楽しんでいただきたく、今年度は、夏季を除いて原則第 2、第 4 土曜日の午後に、

イベント「土曜日ちょこっと時間旅行」を開催しました。明治憲法下の法廷を再現した 3 階の展示室で、

職員が当館の歴史や昔の法廷等の解説を行った後、参加者の皆様に当時の再現法服を着て記念撮影をして

いただけるこのイベントには、県内外から、時には外国からのお客様も参加され、好評を博しています。 

明治憲法下での再現法服を着用いただける機会はほかに、3 月の「資料館の春まつり」でも企画し、お友

だち同士や家族連れの方など、年代問わず多くの方に楽しんでいただけました。 

「土曜日ちょこっと時間旅行」は、令和 8 年度も

引き続き実施します。土曜の午後に、大正から戦前

の昭和の時代をちょこっと味わう時間旅行を、ぜひ

お楽しみください！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈上〉「土曜日ちょこっと時間旅行」イベントの様子 

〈右〉令和 8 年度「土曜日ちょこっと時間旅行」ご案内
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 春まつり  

 今年も公園の早咲きの桜に誘われて、資料館では「春まつり」を開催しました。 

3 月 21 日（土）、すっかり春色に染まった資料館では、昨年に引き続き、大

正レトロなおまつりが館内のあちこちでくりひろげられました。 

資料館の建物が建った大正時代に流行したけん玉やこま、昔なつかし自転車紙

芝居も楽しめる「大正時代をあそぼう」の部屋、戦前の判事や検事、弁護士の法

服をまとって陪審法廷で「はい、ポーズ！」まるで本物のような写真が撮れる「法

廷写真館」、さらには、なんともあでやかなちんどんやさんのパレードに引き続

き、中央階段室での「ちんどんノスタルジックコンサート」も楽しんでいただく

ことができました。大正レトロな資料館の春…ご参加いただいた方は、のべ 764

人。楽しい一日、過ごしていただけたでしょうか？ 

 

 
 
 
 
           

           

                                   

 

 資料紹介   

これは、大正 14（1925）年に３代目名古屋市役所本庁舎の建設用地を取得するにあたって愛知県が大

蔵大臣と陸軍大臣に提出した稟議書です。 

文中には「本県庁舎名古屋市庁舎は其の建築古り自然

腐朽（ふきゅう—木材が腐ること）狭隘（きょうあい—

面積などが狭くゆとりがないこと）を告げ殊に現在の位

置に置くは都市の発展をも阻害する状況なれは之か移

転改築は焦眉の急なるを愬（うった）へ」とあり、県と

名古屋市の庁舎は早期の移転改築を必要とするがどこ

に建設したものか迷走している、そこで移転する陸軍の

用地が欲しい、というのが稟議書のなおがきです。 

ただし、県と市との意図は別にあったようで、当該の

用地を取得する理由として、「現在名古屋に於ける経

済上の中心たる大津町の直北正面に」位置し、「中心

地点との連繋」が可能となる旨の記載があります。 

 こうした経済界との連携というメリットは、「移転

に要する費用は一切愛知県及名古屋市より寄付可致（いたすべく）」という予算面でのデメリットをカバー

するものであったと見られ、都市計画法制定以降の中京圏に広域都市をしっかと確立するのだという、愛知

県・名古屋市の意思が見て取れます。 

 名古屋市は、急速な工業化を遂げた都市として近代史に位置付けられます。その都市計画を主導したのは

内務省技官・石川栄耀と、幾多もの行政官でした。彼らの多くは歴史にその名前を残してはいませんが、彼

らが生きた証を、公文書は確かに伝えています。           （文責：専門調査員 谷口 太一） 

「○不動産並びに予算外義務負担の件」 

ID7401「（大正 14 年）市会議案決裁綴」所収 

「けん玉名人に挑戦！」 

（大正時代をあそぼう） 
「紙芝居がはじまるよ～！」 

（大正時代をあそぼう） 
「判事、弁護士、仲良く？ 

ハイ、ポーズ！！」 

（法廷写真館） 

華やかに… 

ちんどんノスタルジック 

コンサート 






